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今
日
こ
の
日
を
与
謝
野
町
で

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
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令
和
５
年
与
謝
野
町
消
防
団
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初
式

令
和
５
年
与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式

火
災
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
し
て

火
災
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
し
て

　
与
謝
野
町
消
防
団
の
消
防
力
を
広
く

公
開
し
、
消
防
に
対
す
る
認
識
と
信
頼

を
深
め
町
民
へ
消
防
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
１
月
８
日
、

知
遊
館
等
に
お
い
て
「
与
謝
野
町
消
防

団
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
木き

村む
ら

正ま
さ
の
り典

団
長
が
「
町
民

の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
と
い

う
崇
高
な
使
命
の
も
と
、
町
民
の
安
心

安
全
の
た
め
、
我
が
町
は
我
々
が
守
る

と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
団
員
に
訓
示
。
ま
た
、
山
添
町

長
か
ら「
１
年
を
通
し
て
の
火
災
ゼ
ロ
、

ま
た
、
例
え
災
害
が
発
生
し
た
と
し
て

も
持
ち
前
の
機
動
力
を
生
か
し
、
住
民

の
皆
さ
ま
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

京
都
府
・
与
謝
野
町
・
消
防
団
な
ど
か

ら
功
績
者
や
優
良
団
員
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
団
員
お
よ
び
消
防
署

員
に
よ
る
分
列
行
進
と
一
斉
放
水
を
披

露
。青
空
に
向
け
て
弧
を
描
く
放
水
に
、

地
域
の
今
年
１
年
の
安
心
と
安
全
を
誓

い
ま
し
た
。

① 団員および消防署員らによる一斉放水　② 木村団
長（右）から表彰を受ける団員　③ 分列行進の様子

安や
す

田だ　
茂し

げ
と
し利

（
第
５
分
団
／
班
長
）

● 
京
都
府
消
防
協
会

　
　
　
　
宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

倉く
ら　

　
隆た

か
し●

（
第
２
分
団
／
班
長
）

長な
が
し
ま島　

和か
ず

真ま
（
第
３
分
団
／
班
長
）

吉よ
し

田だ　
真し

ん
也や
（
第
４
分
団
／
班
長
）

松ま
つ
も
と本

健け
ん

太た

朗ろ
う

（
第
４
分
団
／
班
長
）

加か

畑ば
た　

佳よ
し
ひ
と人

（
第
５
分
団
／
班
長
）

安や
す

田だ　
茂し

げ
と
し利

（
第
５
分
団
／
班
長
）

小こ

山や
ま　

純じ
ゅ
ん 

平ぺ
い

（
第
７
分
団
／
班
長
）

谷た
に
や
ま山　

邦く
に
ひ
ろ宏

（
第
９
分
団
／
班
長
）

松ま
つ
も
り森　

哲て
つ

也や
（
第
９
分
団
／
班
長
）

杉す
ぎ
も
と本　

慶よ
し
み
つ満

（
第
10
分
団
／
班
長
）

森も
り
が
き垣　

和か
ず

哉や
（
第
10
分
団
／
班
長
）

※ 

括
弧
内
は
所
属
・
階
級

● 

団
長
特
別
表
彰

第
28
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
た
消
防
団
員
の
表
彰　
※ 

括
弧
内
は
番
手

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
（
第
６
分
団
）》

山や
ま
し
た下　

哲て
つ

八や
（
指
揮
者
）

小こ

西に
し　

敦あ
つ

也や
（
１
番
員
）

藤ふ
じ

田た　
祐ゆ

う
す
け輔

（
２
番
員
）

近こ
ん
ど
う藤　

克か
つ

弥や
（
３
番
員
）

《
ポ
ン
プ
車
操
法
（
第
９
分
団
）》

谷た
に
や
ま山　

邦く
に
ひ
ろ宏

（
指
揮
者
）

坂さ
か
な
か中　

貴た
か
ひ
ろ大

（
１
番
員
）

森も
り
お
か岡　

佳け
い
す
け祐

（
２
番
員
）

中な
が
が
み上　

俊し
ゅ
ん 

一い
ち

（
３
番
員
）

園そ
の

田だ　
研け

ん
斗と
（
４
番
員
）

● 

京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

井い
の
う
え上　

毅つ
よ
し●

（
本
部
付
分
団
長
）

● 

京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

糸い
と

井い　
宏こ

う
す
け輔

（
本
部
付
分
団
長
）

渡わ
た
な
べ邉

三み

き

お
紀
夫
（
本
部
付
分
団
長
）

● 

京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

伊だ

て達　
正ま

さ
の
ぶ将

（
第
４
分
団
／
分
団
長
）

大お
お
が
み上　

雄ゆ
う
い
ち一

（
第
７
分
団
／
分
団
長
）

梅う
め

田だ　
聡さ

と
史し
（
第
８
分
団
／
分
団
長
）

横よ
こ
か
わ川　

冠か
ん

●
（
第
９
分
団
／
分
団
長
）

和わ

だ田　
元げ

ん
治じ
（
第
10
分
団
／
分
団
長
）

● 

両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

田た

中な
か　

貴た
か

雄お
（
第
１
分
団
／
副
分
団
長
）

小こ

西に
し　

英ひ
で
の
り徳

（
第
５
分
団
／
副
分
団
長
）

白し
ら

数す　
裕ゆ

う
也や
（
第
６
分
団
／
副
分
団
長
）

大お
お

江え　
卓た

か
し●

（
第
２
分
団
／
部
長
）

白し
ら

数す　
勝か

つ
也や
（
第
３
分
団
／
部
長
）

上う
え
や
ま山　

利と
し
あ
き明

（
第
４
分
団
／
部
長
）

安や
す

田だ　
善よ

し
の
り則

（
第
７
分
団
／
部
長
）

浪な
み

江え　
武た

け
し●

（
第
８
分
団
／
部
長
）

渡わ
た
な
べ邉　

稔と
し
ゆ
き之

（
第
９
分
団
／
部
長
）

小こ

西に
し　

育い
く

夫お
（
第
10
分
団
／
部
長
）

● 

京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

長な
が
し
ま島　

和か
ず

真ま
（
第
３
分
団
／
班
長
）

加か

畑ば
た　

佳よ
し
ひ
と人

（
第
５
分
団
／
班
長
）

表彰者一覧（一部抜粋、順不同、敬称略）

　
昨
年
の
12
月
27
日
、
30
日
に
与
謝
野

町
内
に
お
い
て
２
件
の
火
災
が
発
生

し
、２
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き「
火

の
用
心
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

①

②

③

よさの広報 22
Yosano Public Relations Magazine　No.204

CONTENTS目次
2 令和５年与謝野町消防団出初式

4 （特集）全国学力・学習状況調査を踏まえて

14 不妊治療等助成制度のお知らせ

22 お知らせページ

6 Close Up
令和５年４月から役場組織が変わります

12 与謝野町二十歳の成人式

１月８日に開催した「与謝野町二十歳の成人式」。
今年も新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため
２部制としましたが、代表者の謝辞を３年ぶりに再
開するなど、少しずつ従来の形式が戻ってきました。

（表紙／第 1 部を代表して謝辞を述べる中川さん）

今月の表紙 COVER PHOTO

16 ALT リレーコラム / 時の贈り物 / 図書館

9 協働のまちづくり調査事業６

10 帯状疱疹ってどんな病気？
【連載２】コミュニティ・スクール

18 町政 News&Information
　・ワンストップ引越しサービス
　・功績功労をたたえて
　・公の施設の指定管理者を指定しました

22広報よさのNo.204広報よさのNo.20433 広報よさの FEBRUARY 2023広報よさの FEBRUARY 2023



　
与
謝
野
町
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
自
立

し
、
健
康
で
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
、

学
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
お
け

る
ル
ー
ル
や
情
報

モ
ラ
ル
の
指
導
と

と
も
に
効
果
的
な

活
用
を
図
り
、
一

人
ひ
と
り
の
意
欲

を
高
め
る
学
び
に

生
か
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
の

育
ち
合
い
を
大
切
に

　
「
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
か
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

体
験
や
ふ
れ
あ
い
の
場
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
中
、
小
・
中
学
校
と
も
全
国
平
均
を

上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
学
校・家
庭・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育

む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

か
し
て
解
決
方
法
を
決
め
て
い
る
か
」
の

問
い
で
は
、
全
国
平
均
を
上
回
り
、
小
・

中
学
校
と
も
80
％
以
上
が
肯
定
的
な
回
答

で
し
た
（
表
１
）。
学
級
集
団
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
教
育
委
員
会
独
自
で
実

施
し
て
い
る
「
学
級
満
足
度
調
査
」
の
分

析
や
教
員
の
児
童
生
徒
へ
の
日
常
的
な
関

わ
り
を
も
と
に
、
学
力
の
土
台
で
あ
る
良

好
な
学
級
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
分
の
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

学
習
習
慣
を
見
直
し
て
、
意
欲
あ
る

生
活
を

　
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る

児
童
生
徒
は
小
学
６
年
で
60
・
０
％
、
中

学
３
年
で
53
・
２
％
で
す
（
表
２
）。「
家

庭
学
習
の
時
間
は
１
時
間
未
満
」
が
小

学
６
年
で
40
・
７
％
、
中
学
３
年
で
57
・

１
％
と
い
う
状
況
で
す
（
表
３
）。
ま
た
、

「
日
々
の
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
２
時
間
以
上
」

の
児
童
生
徒
は
５
割
を
超
え
て
お
り
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

言
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
生

活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
一
層
連
携
・

協
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
幼
小
中
連
携
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
状
況
や
指
導
方
法

を
互
い
に
交
流
し
、
学
び
の
連
続
性
を
重

視
し
た
授
業
改
善
に
取
り
組
む
な
ど
、
小

中
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
幼

小
中
教
員
の
合
同
研
修
会
な
ど
を
行
い
、

学
び
の
芽
を
育
む
幼
児
教
育
と
の
連
携
も

大
事
に
進
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用

　
文
部
科
学
省
の
「
ＧギＩ
ＧガＡ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
に
沿
っ
て
、
児
童
生
徒
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
学
習
を
進
め

こ
れ
か
ら
の
教
育
を

　
　
　
　
進
め
て
い
く
た
め
に

３
つ
の
資
質
能
力
を
育
む
授
業
づ
く

り
と
、
居
場
所
の
あ
る
学
級
づ
く
り

に
よ
る
一
人
ひ
と
り
の
力
の
育
成

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
変
化
を
見
据
え
、

子
ど
も
た
ち
に
は
自
ら
課
題
を
見
つ
け
考

え
て
行
動
す
る
「
生
き
る
力
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
生

　

令
和
４
年
４
月
に
実
施
し
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
町
内
の
小
学
６

年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
国
語
、
算

数
・
数
学
、
理
科
の
３
教
科
で
実
施
し
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
実

施
後
、
初
の
調
査
で
す
。
教
育
委
員
会
か

ら
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
与
謝
野
町
の
子
ど
も
た
ち
の

現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
力
調
査
結
果
か
ら

　
小
学
校
は
、
国
語
、
算
数
、
理
科
と
も

全
国
平
均
正
答
率
を
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
中
学
校
は
、
国
語
が
全
国
平
均

正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
数
学
と
理

科
は
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
共
通

の
課
題
と
し
て
、
各
教
科
の
基
礎
と
な
る

「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
力
を
付
け

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
根
拠

を
挙
げ
て
説
明
し
た
り
、
自
分
の
生
活
と

結
び
付
け
て
考
え
た
り
す
る
力
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

き
る
力
を
育
む
た
め
に
、
次
の
３
つ
の
資

質
・
能
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
踏
ま
え
て

令和４年度全国学力・学習状況調査結果（正答率）

（小学校） 国語 算数 理科

全国 65.6 63.2 63.3

与謝野町 61 62 61

（中学校） 国語 数学 理科

全国 60.9 51.4 49.3

与謝野町・組合 70 50 49
※ 与謝野町・組合…加悦中学校、江陽中学校、与謝野町宮津市

中学校組合立橋立中学校の３校

（単位：％）

　
こ
れ
ら
の
力
を
付
け
て
い
く
た
め
、
各

校
で
は
学
力
調
査
結
果
な
ど
の
分
析
を
踏

ま
え
、
自
校
の
課
題
や
改
善
点
を
明
ら
か

に
し
、
公
開
授
業
や
研
修
会
な
ど
を
通
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
課
題
な
ど
に
応
じ
た

学
習
指
導
が
で
き
る
よ
う
授
業
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
級
集
団
や
学

校
生
活
が
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。質
問
紙
調
査
の「
学

級
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
学
級
会

で
話
し
合
い
、
互
い
の
意
見
の
よ
さ
を
生

実
際
の
社
会
生
活
で
生
き
て
働
く

知
識
・
技
能

未
知
の
状
況
に
対
応
で
き
る
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力

学
ん
だ
こ
と
を
人
生
や
社
会
に
生

か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う
力

や
人
間
性

123

（表１）学級生活をよりよくす
るために学級会で話し合い、互
いの意見のよさを生かして解決
方法を決めているかの割合

80

小学６年

50

60

70

中学３年

（表２）自分で計画を立てて学
習していると回答した割合

70

小学６年

40

50

60

中学３年

■ 与謝野町　■ 全国

（全国）小学校

（与謝野）小学校

（全国）中学校

（与謝野・組合）
中学校

11.3 13.8 34.3 25.8 10.5 4.2

3.36.76.0 11.3 42.0 30.7

4.99.9 25.3 34.3 17.0 8.5

10.910.3 32.1 28.3 17.9

0.5

（表３）小学校・中学校の家庭学習時間

■■ ３時間以上　■ ２時間以上３時間未満　■ １時間以上２時間未満　■ 30 分以上１時間未満
■ 30 分以上　■ まったくしない

1

2

34

5

（特集）全国学力・学習状況調査を踏まえて

80.6

73.5

85.3

76.8

53.2

60.0 58.5

71.1

（表４）今住んでいる地域の行
事に参加している割合

80

小学６年

20

40

60

中学３年

■ 与謝野町　■ 全国

69.0
78.7

40.0
52.7
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まちの 話題話題 お届けします

　橋立中学校３年生の総合的な学習の時間
において、山添町長と城

き
﨑
ざき

宮津市長の対談
をとおしてまちづくりについて学ぶことを目的に、

「心のふるさと学 ～首長対談～」が知遊館で行われ
ました。
　生徒たちは、２人の首長から市町で取り組んでい
る施策について説明を受けたのち、「自然循環農業
を進めるために、中学生にできることは何か」「公
共交通手段の数や本数を増やすことは可能か」など
と質問し、理解を深めていました。対談の最後には

受験を控えた生徒
に向けて「目の前
の一つひとつのこ
とに正面から向き
合うことが将来に
つながる」とメッ
セージを送られま
した。

● 橋立中学校「総合的な学習の時間」
市町を超えてふるさとを考える

まちの取り組みを説明する山添町長

12
1 　宮津天橋高校加悦谷学舎と石川小学校

３・４年生（32 人）とのスポーツ交流会が、
同小学校で行われました。
　加悦谷学舎からはスポーツアスリートコースの３
年生９人が参加し、学年に合わせたプログラムの企
画から進行までを実施。児童たちは高校生の動きを
お手本に走り方の練習、ミニハードルやバランス
ボールを使ったサーキットトレーニングなどを楽し
そうに、ときにはサポートを受けながら最後までや
りとげていました。高校生との交流を楽しんだ児童

は「またやっ
てみたい」「難
し い こ と も
あったけどす
ごく楽しかっ
た」などと感
想を話してく
れました。

● スポーツ交流会
高校生からスポーツの楽しさを教わる

動物の動きを取り入れたトレーニングをする児童

18
1

　宮津天橋高校加悦谷学舎において、選挙
に関する知識や 18 歳選挙権の意義につい

て学ぶ、主権者教育「模擬選挙授業」が行われました。
　この授業には、来年度に 18 歳を迎える２年生（64
人）が出席。与謝野町選挙管理委員会事務局職員が
講師となり「選挙の種類」「投票の方法」などにつ
いて説明する中で、高齢者と比較して若者の投票率
が低い現状を示し「選挙を政治について考える機会
にしてほしい」と伝えました。
　その後、実際の投票を体験するため「高校授業料
と町の財源」をテーマに、候補者役の生徒が公約を
発表。生徒たちは、３人の公約を聞き投票用紙に候

補者を記入し投票を
体験しました。候補
者役を担当した生徒
は「公約をわかりや
すく伝えるのが難し
かった」と話してく
れました。

● 宮津天橋高校加悦谷学舎「模擬選挙授業」
「１票」の大切さを体験

20
1

Event Information

与謝野町の
環境未来 2023
～ エコを考える環境啓発イベント ～

3 5月 日［日］ 午前 10 時  ▶  午後３時日時

会場 加悦谷ショッピングプラザ ウイル

内容
エコ縁日／環境クイズ／グリーンカーテン
相談／地球温暖化パネル展示　など

参加無料 お楽しみ抽選あり

■ 主催
よさの百年の暮らし委員会

（愛称：みらいふ）
■ 問い合わせ先
住民環境課 ☎ 43-9030

子どもたちで賑わった前回（令
和元年）の様子 ▶実際の道具で投票を体験する生徒たち

Close UpClose Up

令
和
５
年
４
月
か
ら

役
場
組
織
が
変
わ
り
ま
す

与
謝
野
町
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
「
み
ん
な
」「
み
ら
い
」「
み
え
る
」
を
基
本
理
念
と
す
る
施
策
の
推
進
な
ど
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
組
織
の
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
機
構
改
革
（
組
織
の
再
編
）
を
４
月
１
日
に
実
施

し
ま
す
。
今
月
は
、
主
な
変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
総
務
課 

☎
４
３・９
０
１
０

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

平
成
29
年
の
機
構
改
革
か
ら
６

年
。
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
対
し

て
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
役

場
体
制
が
新
体
制
に
な
り
ま
す
。
３

つ
の
課
の
新
設
や
統
合
、
係
の
移
動

な
ど
を
行
い
、
18
課
等
体
制
か
ら
14

課
等
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
「
地
域
振
興
課
」
を

廃
止
。
庁
舎
の
窓
口
対
応
を
原
課
対

応
に
移
行
し
、
住
民
環
境
課
を
中
心

に
住
民
窓
口
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
行
政
手
続
き
の
複
雑
化
や
デ

ジ
タ
ル
化
を
踏
ま
え
、
税
・
住
部
門

の
一
体
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

機構改革
Pick Up 1

３課を新設

効率的な組織運営、町民の皆さんの利便性の
向上、未来のまちづくりに向けて、３つの課
を新設します。

住民税務課　【住民ファースト】

マ イナンバーを活用した申請手続きを進めていくため、税務課
と住民環境課（住民係）を統合。住民票や印鑑証明、各種税

証明の発行のほか、戸籍業務や税の賦課徴収業務などを行います。

農林環境課　【美しくて住みやすい安心安全なまち】

自 然と調和した施策を推進するため、農林課と住民環境課（環
境係）を統合。「脱炭素社会」「自然保護活動の推進」「廃棄

物の抑制・再資源化の推進」に取り組みます。

産業観光課　【挑戦が生まれる風土づくり】

中 小企業振興基本条例の目的である「持続可能な地域づくり」
の実現のため、商工振興課と観光交流課を統合。産業・観光

施策、広域観光施策との連携体制の強化を図ります。

機構改革
Pick Up 2
室を設置

政策的な課題に重点的に
取り組むため、３つの

「室」を総務課、農林環
境課内に設置します。

機構改革
Pick Up 3
連携強化

『人・自然・伝統 与謝野
で織りなす新たな未来』
に向けた「連携」体制を
強化します。

—  ３月号（No.205）では、令和５年度の全組織の主な業務内容をお知らせします  —

気 候変動・地球温暖化対策に取り組む「地
球温暖化対策室」、災害に強い体制づくり

に取り組む「防災危機管理対策室」、公共施設
を含めた町有財産の活用に取り組む「財産活用・
契約室」を設置。町の課題解決に複数課と「連携」
して、積極的に取り組みます。

今 回の機構改革では、これまで以上に町民・
多世代・出身者・大学生・地元企業など、

多様な人との「連携」を見える化し、役場組織と
して「連携」できる体制を強化する組織改変を行
います。この「連携」を通して、第２次総合計画
後期基本計画の各種施策の実現に取り組みます。
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

12/20 防犯灯ＬＥＤ化工事（北部地域） 男山地内他 ３者 上田電気設備　 1,265 1,144 1,145 90.51 R4/12/23
～ R5/2/28

12/20 防犯灯ＬＥＤ化工事（南部地域） 金屋地内他 ４者 上田電気設備 1,265 1,144 1,146 90.59 R4/12/23
～ R5/2/28

12/20 千原線道路改良（その１）工事 岩滝地内 ６者 安田産業株式会社 5,675 5,082 5,082 89.55 R4/12/28
～ R5/3/31

12  月入札結果 問　総務課 ☎ 43-9010

　令和４年 12 月 11 日、知遊館において「YOSANO 
イングリッシュキャンプ 2022」を開催しました。
この取り組みは簡単な英語を使ってコミュニケー
ションをとりながら異
文化を学ぶことを目的
に実施しています。
　今年で６回目を迎え、
小学生６人、過去に参
加経験のある中学２年
生が２人、宮津天橋高
校加悦谷学舎の生徒２
人と峰山高校の生徒１人の 11 人が参加。アクティ
ビティとして、ALT に趣味や好きな食べ物、それ
ぞれの国の文化などを教えてもらったり、毎年実施
している企画と新企画を織り交ぜて盛り上がりまし

た。また、アベリスツイスの時間では、過去に訪
問経験のある方々から話しを聞いた後、質問をし
て文化交流に対する理解を深めました。最後は、

ペアでミニ英会話に挑
戦し、子どもたちはジェ
スチャーも交えながら
頑張って発表していま
した。
　アンケートには「英
語を楽しいと感じた」

「ALT の先生と話すこと
で、読みも少し上達したと思う」などの感想があ
り、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため
時間や条件に制限がある中での開催となりました
が、充実した１日を過ごすことができました。

● YOSANO イングリッシュキャンプ 2022

異文化に触れ、多様性の理解を育む

● よさのみらい大学

リベラルアーツ「哲学」講座を開催

　令和４年 12 月 21 日、知遊館において京都大学
文学研究科哲学専修の大

おおつか
塚 淳

じゅん
氏を講師に迎え、よ

さのみらい大学リベラルアーツコース講座『哲学と
統計学との対話から考える「正しさ」の在り方とは』
を開催しました。
　大塚氏は古代ギリシアで生まれた学問の一つであ
る哲学〔Philosophy ＝ Philo（愛する）と Sophia

（知）〕について、プラトンやアリストテレス、ブレー
ズ・パスカルなどに代表される哲学者は科学者でも
あったという話から、統計学や AI（人工知能）、こ

れ か ら の 統 計
学 な ど を ス ラ
イ ド を 用 い て
講 義。 受 講 者
は「 大 変 参 考
になった」「抽
象 的 な 物 事 説
明 を わ か り や
すく例えていただき、理解しやすかった」と話すな
ど、見識を広げる機会となりました。

講師の大塚氏

まちの 話話題題 ワイド協
働
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
事
業
で
は
、
地
域
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
、
地
域
課
題
の
改
善
・
解
決
に
向
け
た
検
討
や
話
し
合
い
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な
地
域
に
な
っ
た
ら
い
い
な
（
地
域
の
「
み
ら
い
」）」
を
や
っ
て
み
る
、
体
験
し
て
み
る
試
み
が
、
少

し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。　
問　
企
画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

動
き
出
す
地
域
（
三
河
内
・
岩
屋
地
区
）

協働の
まちづくり
調査事業

6
三

河
内
の
将
来
像
を
考
え

る
会
で
は
、
令
和
４
年

12
月
11
日
に
三
河
内
地
区
公
民

館
に
お
い
て
、
２
月
の
「
三
河

内
未
来
塾
」
設
立
を
記
念
し
た

事
業
と
し
て
、
福
知
山
公
立
大

学
地
域
経
営
学
部
の
杉す

ぎ
お
か
ひ
で
の
り

岡
秀
紀

准
教
授
を
講
師
に
迎
え
「
地
域

に
お
け
る
持
続
可
能
な
取
り
組

み
に
つ
い
て 

～
三
河
内
未
来

塾
に
期
待
す
る
こ
と
～
」
と
題

し
た
講
話
会
を
開
催
。
参
加
者

は
「
住
民
自
治
組
織
の
究
極
の

目
標
」「
人
口
減
少
下
に
お
け

る
関
係
人
口
と
フ
ァ
ン
づ
く
り

へ
の
着
目
」「
地
域
に
関
す
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
会
話
の
重
要

性
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
持
続

す
る
地
域
に
つ
い
て
学
び
、
意

見
や
思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
地
域
人
材
の
育
成
を
軸
に
お

い
た
地
域
づ
く
り
と
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
持
続
可
能
な
体

制
づ
く
り
に
向
け
た
三
河
内
地

区
の
動
き
に
注
目
で
す
。

三
河
内
地
区

地
域
の
人
材
育
成
組
織

「
三
河
内
未
来
塾
」
の

設
立
に
向
け
て

杉岡准教授の話を聞く参加者

１
０
０
年
暮
ら
し
が
繋
が

る
地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
（
通
称
「
１
０
０
ク
ラ
」）

で
は
、
令
和
４
年
12
月
３
日
に

地
域
づ
く
り
の
事
例
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
南
丹
市
園
部
町

の
西に

し
本ほ

ん
梅め

地
域
振
興
会
と
特
定

非
営
利
活
動
法
人
摩ま

け気
高
山
の

郷
振
興
会
へ
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
区
役
員
や
区
内

団
体
の
方
々
と
一
緒
に
、
公
共

施
設
を
活
用
し
た
取
り
組
み
や

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
地

域
づ
く
り
の
事
例
を
学
習
。「
一

緒
に
で
き
る
こ
と
を
ゆ
る
く
協

働
し
て
い
く
仕
組
み
も
一
つ
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
保
障
し

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
づ
く
り

を
促
進
で
き
る
の
で
は
」
と
熱

心
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
の
展
開
と
ゆ

る
く
つ
な
が
っ
て
い
く
仕
組
み

に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま

す
。

岩
屋
地
区

地
域
づ
く
り
の

学
び
と
実
践

NPO 法人摩気高山の郷振興会との意見交換

　調査事業実施４地区が集まり、取り組みの成果
や課題、持続可能な地域づくりに必要なことなど
について意見交換を行いました。この事業を通し
て、多世代間の交流や地域を学ぶ機会の創出、他

地域との意見交換や連携の重要性について、また、
地域と行政の対等なパートナーシップによる対話
や持続可能な地域づくりのためのビジョンの必要
性についての気づきを共有しました。

● 地域支援員等意見交換会を開催しました（令和４年 11 月 19 日、野田川庁舎）

● 事業報告会を開催します〔日時：２月 26 日（日）午後 1 時 30 分～／会場：知遊館〕

　協働のまちづくり調査事業の３年間を振り返る事業報告会を開催します。内容は、基調講演や４地区
の事業報告などです。ぜひご来場ください。
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帯
た い

状
じょう

疱
ほ う

疹
し ん

ってどんな病気？
・ ・ ・ ・

　帯状疱疹は、水痘・帯状疱疹ウイルスが起こす病気です。
　水痘・帯状疱疹ウイルスは人に感染すると、水痘（みずぼうそう）にかかった後、体
の中に潜伏します。そして、加齢や疲労、ストレス、糖尿病、がんなどの疾患によって
免疫力が下がるとウイルスが再活性化し、帯状疱疹を起こすことがあります。80 歳までに３人に１人が帯状
疱疹を経験するとの推計もあり、高齢化が進む日本では、帯状疱疹を起こす人が年々増加しています。皮膚症
状がおさまった後も痛みが継続することがあるため、早期発見・早期治療が非常に重要です。
問　保健課 ☎ 43-9022

日本では増加傾向

成人の９割以上が水痘・帯状疱疹ウイルスの抗体を持っている

すでにほとんどの方が感染していると考えられ、誰もが
帯状疱疹を発症する可能性があります。帯状疱疹は、予
防することができる病気です。日ごろから免疫力が低下
しないよう食事のバランスに気をつけ、適度な運動と十
分な睡眠を心がけるなど、できるだけ健康的な生活習慣
を保ちましょう。

症 状
帯状疱疹の 個人差はありますが、水

すいほう
疱が見られる２～３日前からかゆみやピリピリ・チクチクといっ

た痛みを感じるようになり、初期は皮膚が赤く腫れます。１週間程度たつと水疱の多発や
発熱、頭痛などの症状も出現するようになります。通常は２～４週間で水疱が破れ痂

か ひ
疲化

し、皮膚症状がおさまります。また、皮膚症状が治った後も、長い間（３ヵ月以上）痛み
が残る帯状疱疹後神経痛（PHN）になる可能性があります。

治 療
帯状疱疹の ウイルスの増殖を抑える抗ウイルス薬や、痛みを抑える鎮痛薬の使用が一般的で容易にな

りましたが、より早期の投与が効果的といわれています。かゆみや痛みのあとに水疱が出
現するなどしたときは、できるだけ早く受診しましょう。また、50 歳以上の方は、ワク
チンを接種することで発症や重症化を予防することはできるとされていますが、完全に防
ぐものではありません（ワクチン接種は全額自己負担となります）。

Ｑ Ａ
帯状疱疹の Q １．帯状疱疹は人にうつりますか？

Ａ　周囲の人に「帯状疱疹」としてうつることはありません。しかし、水痘・帯状疱疹ウ
イルスに対する免疫を保有していない人には感染する可能性があり、その場合は「み
ずぼうそう」を発症します。

Q ２．予防接種について詳しく知りたいのですが。

Ａ　50 歳以上の方は時期を問わず、内科や皮膚科などで接種できます。まずは、かかり
つけの医師にご相談ください。

コミュニティ・スクール
Community School

― 【連載２】すべては子どもたちのために ―

か
ら
な
い
と
の

相
談
が
あ
り
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
協

力
者
を
斡あ

っ
せ
ん旋

。

地
域
と
学
校
の
連
携
を

大
切
に

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は

地
域
の
力
を
生
か
し
た
教
育
活
動

に
よ
り
、
子
ど
も
の
学
び
が
充
実

し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
を
核
と
し

た
子
育
て
世
代
と
地
域
の
方
々
と

の
一
層
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
安

心
安
全
な
地
域
が
つ
く
ら
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
も
生

ま
れ
ま
す
。
与
謝
野
町
で
は
こ
れ

ま
で
か
ら
多
く
の
方
々
が
主
体
的

に
学
校
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
、地
域
と
学
校
と
の
協
働
、

連
携
の
仕
組
み
が
一
定
築
け
て
い

ま
す
が
、
よ
り
地
域
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
学
校
教
育
を
進
め
て
い

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
目
指
し
ま
す
。

　
次
号
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
方
と
こ
れ

か
ら
の
計
画
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

中
学
校
と
地
域
の
協
働
が
始
ま
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

▼ 

講
話
の
講
師

職
場
体
験
学
習
や
進
路
学
習
で
の

講
師
依
頼
を
受
け
、
地
元
の
方
が

「
働
く
こ
と
の
意
義
や
将
来
に
つ

い
て
」
の
講
話
を
実
施
。

▼ 

環
境
美
化

「
学
校
を
花
で
き
れ
い
に
し
た
い
」

と
い
う
生
徒
の

思
い
を
受
け
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に

花
植
え
の
指

導
・
協
力
を
実

施
。

▼ 

学
習
補
助

小
学
校
の
家
庭
科
の
授
業
で
、
ミ

シ
ン
を
活
用
す
る
学
習
の
実
習
補

助
を
実
施
。
実
習
の
際
に
機
器
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
、
教
師
が
そ

の
児
童
に
対
応
す
る
た
め
、
全
体

の
授
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
助

け
を
求
め
る
児
童
た
ち
に
実
習
補

助
と
し
て
寄
り
添
う
こ
と
で
、
授

業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

▼ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
補
助

夏
の
資
源
回
収
に
回
収
車
が
見
つ

　
地
域
学
校
協
働
活
動
で
は
、
学

校
運
営
協
議
会
で
協
議
し
た
こ
と

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
中

で
よ
り
良
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
く
た
め
の
役
割
が
明
確
に
な

り
ま
す
。
学
校
運
営
協
議
会
と
地

域
学
校
協
働
活
動
が
一
体
と
な
っ

て
協
働
的
な
教
育
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
し
て
の
機
能
が
よ
り
有
効
な

も
の
と
な
り
ま
す
。

加
悦
地
域
で
動
き
出
す

地
域
と
の
協
働

　
加
悦
地
域
で
は「
加
悦
小
学
校・

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考

え
、「
加
悦
小
・
中
学
校
と
地
域

を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
支
え
よ
う
、育
て
よ
う
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
令
和
３
年
２

月
に
「
加
悦
中
学
校
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
（
略
称
「
Ｋ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
」）」を
設
立
。
す
で
に
加
悦
小・

学
校
運
営
協
議
会
と

地
域
学
校
協
働
活
動

● 

学
校
運
営
協
議
会
…
熟
議
に

よ
る
合
議
制
の
協
議
・
意
思
決
定

機
関
。
情
報
や
課
題
、
目
標
、
ビ

ジ
ョ
ン
、
成
功
（
活
動
評
価
）
の

共
有
を
年
間
を
通
し
て
行
い
ま

す
。

● 

地
域
学
校
協
働
活
動
…
地
域

と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
・
協
働
し
て
行
う
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
。
学
校
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
を
共
有
し
、
目
標
達
成
に
向

け
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
よ
り

良
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

た
め
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
る
の

か
、
ま
た
、
何
を
実
現
す
れ
ば
よ

い
の
か
な
ど
の
目
標
と
ビ
ジ
ョ
ン

も
共
有
し
ま
す
。

学
校
と
地
域
の
連
携
と
協
働
に
よ
る
、
よ
り
良
い
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
取
り
組
み
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
の

あ
る
学
校
）」。今
月
号
は
、町
内
で
の
実
例
を
交
え
て「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６
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二十歳の成人式
令和５年与謝野町

　１月８日、野田川わーくぱるにおいて、20 歳の門出を祝う「令和５年与謝野町
二十歳の成人式」を開催しました。令和４年４月１日の民法改正により成人年齢が

「18 歳」に引き下げられましたが、与謝野町ではこれまでと同様に 20 歳を迎える
方を対象としています。
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため２部制での開催となりましたが、
180 人が参加。会場では華やかな振袖や羽織袴、スーツ姿の来場者たちが、同級
生との久しぶりの再会を喜んだり写真を撮りあう姿が見られました。

代表者の 声

対象者の概要

平成 14 年４月２日
～ 15 年４月１日生まれ

■ 対象年代

229 人
■ 該当者数

180 人（78.6％）
■ 参加者数

与謝野町は、私の青春時代と思い出が詰まった愛しい場所です。
大好きな友達や家族と巡り会えた愛しい、愛しい場所です。

義 務教育が終わる中学を卒業すれば、その先の進
路は皆バラバラになってしまうのが当たり前

です。15 歳でそれぞれの道に進んだ私たちが、５年
の時を経て 20 歳になった今、またこうして、故郷で
ある与謝野町で再会できていることをうれしく思いま
す。皆さんはどのような５年間を過ごしたでしょうか。
　この 3 年ほど、新型コロナウイルスの大流行によ
り乱れる世の中を私たちは 10 代で経験しました。人
と会いたくても会えない、先が見えず、どこか孤独を
感じるような、やるせない時間を経験したからこそ、
大切な人と会えている時間がどれほど尊いものか、家
族や友達、自分の周りに居てくれる人たちがどれだけ
大切な存在であったか、皆さんも身に染みて感じたこ
とと思います。
　コロナ前を生きてきた私たちにとって、コロナ後の
今の世界は変わり過ぎたかもしれません。しかし、そ
んな今を生きる私たちだからこそ感じ取らなければな
らないことがあると私は思います。それは、当然と思っ
ていたことの大事さと価値です。20 歳という節目を
迎えた今、日常と化したすべてのことに対して当然の
ことだという認識を改め、人と人とのつながりや、明
日何が起こるかわからない今日を大事に生きて、生き
ることの尊さを理解できる大人になりたいと強く思い
ます。

第２部代表　一
い っ し き

色 祥
さ ち

緑 あふれる山々と、美しく輝く阿蘇海を臨み、自
然の恵みを十二分に感じることのできるこの

与謝野町を故郷に持てることを、大変うれしく思いま
す。日々の生活や、小学校、中学校での生活の中で、
この壮大な自然、そして歴史を感じさせる文化に触れ、
学んできました。私がこうしてのびのびと成長するこ
とができたことも、この地域のおかげだと感じており
ます。
　現在はコロナ禍という情勢の中で、私たちが子ども
のころに思い描いた学校生活、社会生活とは大きく異
なるものとなった人も多くいることと思います。また、
高校時代には３年生の大会の中止、延期など辛い思い
を経験したこともありました。しかし、学生時代、そ
して今、コロナ禍を経験しているからこそ、学んだこ
とも多くありました。そして、今後、社会を担ってい
く存在として、私たちの学びは社会に生かされていく
と感じております。未だ続いているコロナ禍ではあり
ますが、この日々が私たちの糧に、そして社会に貢献
できる力になると信じて、力強く頑張っていきたいと
思います。

第 1 部代表　中
な か が わ

川 瑞
み ず

希
き

（一部抜粋）

第２部を代表して謝辞を述べる一色さん（右）
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▼ 
不
妊
治
療
等
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
。

２
人
で
歩
む
そ
の
願
い
を

応
援
し
ま
す
。

【町制度】 不妊治療等給付事業

項目 内容

対 象 者 与謝野町内に在住し、京都府内に１年以上居住する戸籍上の夫婦（事実婚を含む）。
男女とも対象。子どもの有無は問わない。

対 象 治 療

■ 医療保険が適用される不妊治療
・排卵誘発剤等薬物治療、卵管通気法、人工授精等、一般不妊治療
・体外受精、顕微授精、男性不妊治療

■ 医療保険が適用される不育症治療（原因を特定するための検査費用含む）
■ 先進医療（保険適用外）

給 付 内 容
医療保険の自己負担額の２分の１以内　
　【不妊治療】年度上限額６万円（治療行為の中に先進医療を含む場合は 10 万円）
　【不育治療】年度上限額 10 万円（１回妊娠につき）

申請手続き 診療日の翌日から起算して１年以内に、子育て応援課へ。

特定不妊治療（体外受精、顕微授精）、男性不妊治療については、町制度と府制度が利用できますので、次ペー
ジの「表②」を参照してください。

（表①）

【町制度】 不妊治療等給付事業

項目 内容

対 象 者

【町制度】
与謝野町内に在住し、京都府内に１年以上
居住する戸籍上の夫婦（事実婚を含む）。
男女とも対象。子どもの有無は問わない。

【府制度】
治療開始時から申請時まで夫婦のいずれか
が京都府内に居住している戸籍上の夫婦（事
実婚を含む）。また、治療期間初日における
妻の年齢が 42 歳以下であること。

対象治療
■ 体外受精（培養器内で受精後体内に戻す方法）
■ 顕微授精（顕微鏡下で受精後、体内に戻す方法）
■ 男性不妊〔精巣精子採取法（TESE）など〕

給付内容

【町制度】
自己負担額の２分の１
※ 年間上限額６万円
※ 保険適用の治療

【府制度】
上限額は１回の治療につき治療内容により
15 万円または 7 万 5,000 円まで
男性不妊は 1 回につき 20 万円まで

助成回数
１子につき通算 10 回まで
　【40 歳未満】６回目までは町制度、７から 10 回目までは府制度
　【40 歳以上 43 歳未満】３回目までは町制度、４から 10 回目までは府制度

医療機関
指定医療機関に限る（京都府外の医療機関を含む）
※ 指定医療機関は厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/
※ seisakunitsuite/bunya/0000047346.html）でご確認ください。　

申 請 先 子育て応援課 京都府丹後保健所（☎ 0772-62-0361）、ま
たは子育て応援課

（表②）【府制度】 特定不妊治療費助成事業・

※ これらに付随する検査を含む
※ 卵子採取以前に中止した場合を除く

不妊に関することで悩んだり、迷ったり、心が傷ついたときの相談窓口があります。専任の助産師に
よる相談で、費用は無料です。お気軽にご相談ください（プライバシーは守られます）。

● 妊娠出産・不妊ほっとコール ☎ 075-692-3449（祝日および年末年始を除く）

● 〔きょうと子育てピアサポートセンター（京都テルサ東館２階）内〕
● 【電話相談】月～金曜日（午前９時 15 分～午後１時 15 分、午後２時～４時）
● 【面接相談】事前予約制

【町制度・府制度】 特定不妊治療等交通費助成制度

特定不妊治療等を受けた方の経済的負担を軽減するため、通院にかかる交通費の一部を助成します。特定不妊
治療助成金申請に併せて申請ください。なお、助成には町と府の 2 種類の制度があり、重複して申請できます。
また、申請用紙は子育て応援課にあります。
助成対象となる交通費

保険適用の体外受精・顕微授精・男性不妊治療
不妊治療等給付事業助成費補助金交付要綱で定める先進医療
治療費に係る「京都府特定不妊治療費助成金」の交付決定を受けた体外受精顕微授精・男性不妊治療

■

■

■

町制度の助成額等

１度の特定不妊治療等助成金申請につき、通院１回に対し 5,000 円を上限５回分まで助成
※ 上限額２万 5,000 円（通院１回 5,000 円×５回分）
※ 交通手段は問いません。ただし、連日の通院のために病院の近くで宿泊した場合は、その日数分の
※ 通院回数を調整し、実際に自宅から医療機関まで往復した回数で助成対象額を算出します。
※ １年度につき１人２度まで申請できます。治療が翌年度に繰り越す場合は、特定不妊治療助成金申
※ 請の申請日をもって、助成対象の年度を決定します。

■

府制度の助成額等

１回の治療にかかった通院交通費から１万円を控除した額の２分の１以内の額。詳細は府
ホームページ（https://www.pref.kyoto.jp/kosodate/huninkotsu202010.html）をご覧ください。

■

　

与
謝
野
町
と
京
都
府
で
は
、

不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
、

赤
ち
ゃ
ん
を
望
む
２
人
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
特
定
不

妊
治
療
が
保
険
適
用
と
な
り
ま

し
た
。
不
妊
治
療
を
検
討
中
の

方
、
ま
た
、
治
療
を
受
け
ら
れ

た
方
は
子
育
て
応
援
課
（
加
悦

庁
舎
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
に
関
す
る
申
請
用
紙
は
子

育
て
応
援
課
に
準
備
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
保
健
師
が
不
在
の

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
子
育
て
応
援
課

☎
４
３・９
０
２
４
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451・FAX 46-0050　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

『雪の結晶　小さな神秘の世界』
ケン・リブレクト、矢野真千子／河出書房新社

ただ真っ白な塊に見える雪
をルーペや顕微鏡、カメラ
を使って美しい結晶として
写真に写し取った本作。ア
メリカの物理学者が、研究
のかたわら珍しい雪の結晶
を求めて撮影にも工夫を凝
らし、結晶の成長、しくみ、
形を楽しく解説した「写真
図鑑」です。

とうさんが大切にしていた
本をやぶってしまった男の
子。おこられるかなと思い
ながら、スキーをはいて、
ふらふらと一人で雪の中
へ。途中でくぼみに落ちた
のですが、雪の中に小さな
劇場を見つけます。雪の中
なのにあたたかなイメージ
のわく絵本です。

『ゆきのげきじょう』
荒井良二／小学館

白銀の世界 雪が降る地域に生まれると大変な思いもしますが、降り積もった後の白銀の世界
には魅了されます。

絵本作家
きむらゆういち先生 ワークショップ＆講演会

in 知遊館
絵本作家のきむらゆういち先生をお招きし「ワークショップ＆講演会」を開催。
造形作家という一面を持つきむら先生が考えた楽しく遊べるおもちゃをつくる
ワークショップと、アニメ化や歌舞伎の題材にもなった名作「あらしのよるに」
シリーズをはじめとした作品制作の裏話などを交えながらの講演を２日間にわた
り知遊館で行います。ぜひご来場ください。

2
26
25 土

日

午後２時
■～ ３時 30 分 ワークショップ

講演会「作品が生まれるひみつ」午前 10 時 30 分
■～ 正午

※ 【対象年齢】
※ ５歳～小学４年生

▶ 日時・内容

※ どなたでも参加可能

▶ 参加料・参加申し込み（定員：ワークショップ 30 人、講演会 70 人）

参加は無料ですが、事前申込制で先着順としていますので、図書館（分室含む）へ来館・電話・FAX のいず
れかで申し込みください（電話番号などはページ下部に記載してあります）。

おはなし会を開催します
― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

▶ 加悦分室…２月 11 日（祝）
▶ 野田川分室…２月 25 日（土）
▶ 本館…３月４日（土）

蔵書点検のため休館します
蔵書点検のため、以下の日程で臨時休館します。
▶ 野田川分室…２月 15 日（水）、16（木）
▶ 加悦分室…２月 21 日（火）、22 日（水）
※ 本館は終了しました

時の贈り物［ 第 125 回　与謝野の氏
うじがみ

神祭り①　実は、江戸・明治時代には普通だった担
にな

い屋台 ]	

謝
野
町
内
の
春
の
氏

神
祭
り
で
は
、
多
く

の
地
区
で
屋
台
巡
行
が
見
ら
れ

ま
す
。
そ
の
種
類
は「
芸
屋
台
」

「
山
屋
台
」「
太
鼓
屋
台（
楽
台
）」

の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
太
鼓
屋
台
は
「
曳ひ

き

系
」
と
「
担か

つ
ぎ
系
」
の
２
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
多
く
が
曳
き

系
屋
台
で
す
が
、
唯
一
、
与
謝

の
二
ツ
岩
地
区
だ
け
担
ぎ
系
の

屋
台
が
出
さ
れ
ま
す
。
掛
け
声

は
「
ヨ
イ
サ
ー
、
ヨ
イ
ヤ
サ
」

で
す
。
屋
台
に
乗
っ
た
太
鼓
役

と
笛
役
の
リ
ズ
ム
と
担
ぎ
手
の

歩
調
を
整
え
る
た
め
の
「
間ま

」

と
し
て
、時
折
、「
ホ
」
や
「
ハ
」

を
付
け
ま
す
。そ
の
と
き
は「
ヨ

イ
サ
ー
、
ヨ
イ

ヤ
サ
、
ホ
」
と

な
り
ま
す
。

　
実
は
、
こ
の

担
い
屋
台
は
明

治
時
代
ま
で
は

後
野
や
三
河
内

な
ど
で
も
出
さ

れ
て
い
ま
し

た
。
今
の
後
野

は
芸
屋
台
を
メ

イ
ン
と
す
る
曳

与

き
屋
台
巡
行
で
す
が
、
江
戸
・

明
治
時
代
に
は
そ
の
中
に
担
い

屋
台
が
混
ざ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
の
三
河
内
は
曳
き
系

の
山
屋
台
と
太
鼓
屋
台
が
メ
イ

ン
で
す
が
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は

明
治
時
代
以
降
に
導
入
さ
れ
た

も
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
曳
き

系
の
屋
台
は
な
く
、
担
い
屋
台

が
メ
イ
ン
で
し
た
。
つ
ま
り
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
屋

台
巡
行
に
は
、
担
い
屋
台
が
普

通
に
あ
っ
た
の
で
す
。
与
謝
の

二
ツ
岩
地
区
の
担
い
屋
台
の
巡

行
は
、
か
つ
て
の
姿
を
伝
え
る

唯
一
の
存
在
と
言
え
る
も
の
で

す
。（

与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）今では唯一の担い屋台を出す与謝の二ツ岩地区

A LT リレーコラム 	［第 130 回　クマにご注意ください。　by ヴィサー・ダーク・ジェイコブス］　　　　　COLUMN

さん、こんにちは。今年も寒く厳しい冬が
やってきました。日本より暖かく雪が降る

ことも珍しい南アフリカ出身の私にとって、与謝野
町の冬はとても寒く厳しい季節です。通勤時も自動
車のフロントガラスがすぐに曇ってしまい、霜取り
が正常に作動するまでの間、窓ガラスを開けて曇り
を取らなくてはいけません。この
間の寒さは言葉にならないほど過
酷なものです。
　しかし、窓ガラスを開けること
によって町の音が聞こえるように
もなります。通学する子どもたち
の元気な声や上級生であろう児童
が他の児童に対して注意する声、
子どもたちを温かく見守る教師や
地元ボランティアの声など、聞いていて感銘を受け
ました。その中で、１つ疑問に思う不思議な音も聞
こえてきました。子どもたちが歩くたびに「鈴の音」
が聞こえるのです。よく見るとどの子どものカバン
に鈴がついているではありませんか。私はその光景
をとても不思議に感じて、同僚の先生にその訳を尋
ねました。そして、その先生の答えにびっくりしま

した。「町の中でクマが出る !?」
　南アフリカというと、日本の動物園でもなじみの
あるビッグ 5（ゾウ・ライオン・サイ・ヒョウ・バッ
ファロー）に代表される野生動物たちの楽園という
イメージをお持ちの方が多いのですが、実際にそれ
らの動物は国立公園内にしかいません。南アフリ

カの田舎に行っても出会うことが
できる野生動物といえば、鹿と猫
ぐらいです。南アフリカのような
自然豊かな国でも出会うことがで
きないのに、町中でクマが出没す
ることなどありえないと思いまし
た。
　数日後に与謝野町内を自動車で
移動中、ふと前を見るとクマがい

るではありませんか。住宅街でなおかつ昼間にクマ
がいるということは私にとってとても信じられない
出来事でした。後日、この出来事を同僚や子どもた
ちに話しても驚くことなく、それは普通のことだと
答えるではありませんか。今後は私もクマに出会う
ことがないよう、鈴を持ち歩こうかと思います。ど
うか皆さんもクマにご注意ください。

皆

南アフリカでビッグ 5 に会いたいなら
「クルーガー国立公園」がおすすめです
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サービスの詳細や手続きの流れなどは、マイナポータル
またはデジタル庁のホームページでご確認ください

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

デ
ジ
タ
ル
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マイナポータルからオンラインで
転出届が提出できるようになりました

● ２月６日スタート「引越しワンストップサービス」

令和５年２月６日から、マイナンバーカードを所有している方は、与
謝野町から町外の市区町村（国外を除く）へ引っ越しするときの手続
き（転出届）について、来庁や郵送による届け出に加えて「マイナポー
タル」を使用したオンラインでの届け出が可能になりました。このサー
ビスを利用する方は、転出届のための与謝野町役場への来庁が原則不
要となります。
※ 転出証明書の交付はありません
※ 転出に伴うその他の手続きについて、与謝野町役場への来庁が必要な場合があります

サービスを利用できる方

電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内で引っ越しする方
※ 利用するには、マイナンバーカードの読み込みに対応したスマートフォン、またはパソコンおよび
※ カードリーダー等の機器が必要です。
※ 代理人での手続きはできません。ただし、次に該当する方が引っ越しされる場合は申請できます。
① 申請者を含む住民票同一世帯の方
② 申請者を含まない住民票同一世帯の方（マイナンバーカード所有者に限る）

住民環境課 ☎ 43-9030問

公の施設の指定管理者を指定しました
問　総務課 ☎ 43-9010

　４月１日から指定管理者が更新される以下の５施設の指定管理者が、令和４年与謝野町議会 12 月定例会に
おいて議決を受けて正式に指定されました。

施設名 所管課 指定管理者名 指定期間
与謝野町幾地コミュニティ広場 総務課 幾地区

令和５年４月１日
～ 10 年３月 31 日（５年間）

与謝野町石川農業構造改善センター 農林課 石川区

旧加悦町役場庁舎 観光交流課 一般社団法人京都府北部地域連携
都市圏振興社与謝野地域本部

加悦生産物販売施設
（道の駅シルクのまち かや）

観光交流課 京都北都ブランドマーケティング
株式会社 令和５年４月１日

～８年３月 31 日（３年間）
岩滝ふれあいセンター 福祉課 与謝野町社会福祉協議会

子どもたちの豊かな創造力・想像力を育む
文化芸術による児童生徒育成事業 問　学校教育課 ☎ 43-9025

　
与
謝
野
町
で
は
、
児
童
生
徒
に
質
の

高
い
文
化
芸
術
を
鑑
賞
・
体
験
す
る
機

会
の
確
保
と
、
芸
術
家
に
よ
る
表
現
手

法
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
創
造
力
・
想
像
力
、
思
考

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

う
「
文
化
芸
術
に
よ
る
児
童
生
徒
育
成

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
町
内
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
、
１

月
12
日
、
石
川
小
学
校
で
は
、
劇
団
か

か
し
座（
横
浜
市
）に
よ
る
影
絵
劇「
ふ

し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
劇
は
キ
ャ
ス
ト
３
人
で
ア
リ

ス
の
不
思
議
な
冒
険
を
歌
と
ダ
ン
ス
、

そ
し
て
手
や
身
体
を
使
っ
た
影
絵
で
表

現
。
児
童
た
ち
は
、
目
の
前
で
次
々
と

表
現
さ
れ
る
影
絵
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
合
間
に
は
、
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る

手
影
絵
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
う

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
も
あ

り
、
貴

重
な
時

間
を
過

ご
し
ま

し
た
。

劇団かかし座による影絵劇（石川小）

　

与
謝
野
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
阿あ

じ路
川か

わ

正ま
さ
か
ず和

会
長
）
が
、
民
生
委
員
優

良
活
動
団
体
と
し
て
、
令
和
４
年
度
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
合
併
以
後
、
旧
町
単
位

で
の
支
部
活
動
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

各
支
部
代
表
で
組
織
す
る
役
員
会
等
を
通

し
て
、
与
謝
野
町
と
し
て
の
一
体
化
の
醸

成
を
図
っ
て
お
ら
れ
、
ま
た
、
各
関
係
機

関
と
の
「
連
携
と
協
働
」
を
大
切
に
し
、

高
齢
者
へ
の
見
守
り
活
動
に
と
ど
ま
ら

ず
、
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
に
も
注
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
賞
に
至
り
ま

し
た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
、
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
の
活
動
を
継
続
、
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

● 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

与
謝
野
町

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会

功績・功労をたたえて

平井丹後広域振興局長（右）から受
賞の伝達を受ける阿路川さん（左）

オンライン手続き後は転入先の市区町村窓口へ

マイナポータルを通して転出届を提出した後は、
別途、転入先市区町村の窓口で転入手続きが必要です
※ 実際に住み始めた日から 14 日以内かつ転出予定日から 30 日以内に、転入先の市区町村で転入手続き

をしてください。手続きが遅れるとマイナンバーカードが失効するほか、再度窓口での転出手続きが必
要となりますので、余裕をもって手続きいただきますようお願いします

引っ越しなどにより、住所の異動のある方は「転出・転入・転居」の手続き（届け出）が必要です。
住民登録は、氏名・生年月日・性別・住所・世帯主との続柄などが記録され、国民健康保険や国民年金、児童手
当など各種行政サービスの基礎となっています。

【転出届】町外へ引っ越すとき　【転入届】町外から引っ越してきたとき　　【転居届】町内で引っ越したとき

住所異動の手続き（届け出）をお願いします　— 適切な公共サービスを受けるために —

町 政  News & Information町 政  News & Information
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薬物乱用は
「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の人
から誘われて、好奇心
や興味本位で手を染め
るケースが多く見られ
ます。薬物乱用に対す
る理解を深め、絶対に
手を出さないという自
覚が大切です。

委
員
の
紹
介

　
令
和
５
年
１
月
１

日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
に
西に

し
む
ら村

八や

え

こ
重
子

さ
ん
（
明
石
）
が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で

す
。
法
務
局
と
連
携
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
問
題
解
決
の
手

伝
い
や
人
権
侵
害
の
被
害
者
の
救
済
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
、現
在
、

与
謝
野
町
で
は
11
人
の
委
員
が
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
そ

の
他
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
常
設
相
談
所
》

日
時　
毎
月
第
２・第
４
火
曜
日
予
定（
休

日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　
京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

☎
０
７
７
２・２
２・２
５
６
１

《
電
話
相
談
窓
口

　
　
　
（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
）》

☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

地域おこし協力隊通信 74

　
宮
津
天
橋
高
校
加
悦
谷
学

舎
（
以
下
、「
加
悦
谷
」）
で

活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。
新

年
も
明
け
、
３
年
生
は
卒
業

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
改
め

て
、
こ
の
高
校
の
３
年
間
を

ど
う
過
ご
す
か
で
人
の
成
長

度
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
今

回
は
、
学
校
の
活
動
を
少
し

横
に
お
い
て
「
成
長
と
学
校

選
び
」
を
テ
ー
マ
に
考
え
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
人
は
何
歳
か
ら
で
も
変

わ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言

わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
常
に

素
直
で
学
ぶ
姿
勢
が
あ
れ
ば

人
は
い
つ
ま
で
も
成
長
で
き

る
し
、
変
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
際
、
私
は
与
謝
野

町
で
の
４
年
間
で
大
き
く
成

長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
成
長
に
年
齢
は
関

係
な
い
、
子
ど
も
だ
け
の
特

権
で
は
な
い
と
は
っ
き
り
と

言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
成
長
」
は
一
人

で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
外
部
か
ら
色
々
な
刺

激
や
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
で
で
き
る
も
の
で
す
。
そ

の
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
に
対
し

て
、
時
に
傷
つ
き
な
が
ら
も

最
終
的
に
乗
り
越
え
て
い
く

こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
成
長
の
機

会
を
得
ら
れ
る
の
が
学
校
生

活
、
地
域
に
お
け
る
探
究

や
実
践
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
成
長
の
過

程
を
と
も
に
歩
ん
で
く
れ
る

人
（
教
員
）
が
当
た
り
前
に

い
る
の
が
「
学
校
」
の
す
ご

い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
社
会
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
こ
こ
ま
で
自
分
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
る
人
が
ど
れ

だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
と
感
じ

ら
れ
る
ほ
ど
、
加
悦
谷
は
教

員
一
人
ひ
と
り
が
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
成
長
を
考
え
て

い
る
学
校
で
す
。

　

加
悦
谷
に
着
任
し
て
４

年
。
入
学
し
て
卒
業
す
る
ま

で
の
生
徒
の
伸
び
し
ろ
を
見

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

高
校
３
年
間
で
大
き
く
成
長

す
る
生
徒
は
、

①
良
い
師
と
の
出
会
い
が
あ
る

②
素
直
で
あ
る

③
実
行
力
が
あ
る

④
気
づ
く
力
が
あ
る

の
４
点
が
共
通
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
中
で

①
は
自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
に
く
い
項
目
で
す
が
、

加
悦
谷
は
少
人
数
の
強
み
を

生
か
し
、
生
徒
に
と
こ
と
ん

寄
り
添
い
、
時
に
厳
し
く
、

人
と
し
て
の
正
し
い
心
の
在

り
方
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
良
い
師
と
出

会
え
る
可
能
性
が
高
い
学
校

だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
選
び
の
基
準
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
良
い
師
と
の

出
会
い
に
つ
い
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
ま
す
の

で
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
中
学
生
や
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
、
そ
の
よ

う
な
視
点
も
踏
ま
え
て
学
校

を
選
択
し
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

魅力化コーディネーター 長谷川隊員 問　社会教育課 ☎ 43-9026

日々の指導の様子

ド
な
ど
の
家
具
や
照
明
器
具
は

庄
蔵
の
思
い
の
こ
も
っ
た
特
注

品
で
す
。
平
成
14
年
に
は
、
和

風
建
築
と
洋
風
建
築
が
調
和
す

る
建
物
が
評
価
さ
れ
、
京
都
府

指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
旧
尾
藤
家
住
宅
で
は
３
月
２

日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
「
お
雛

様
展
示
」
を
開
催
。
ひ
な
人
形

の
他
に
、
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
な
本
物
そ
っ
く
り
の
市
松
人

形
な
ど
も
飾
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

３
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
は

「
ち
り
め
ん
街
道
ひ
な
め
ぐ
り
」

も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■ 営業期間　午前９時～午後５時
■ 定 休 日　木曜日（祝日の場合は翌日）
■ 入 館 料　大人 440 円、小中学生 110 円
※ 団体割り引きあり
問　旧尾藤家住宅 ☎ 43-1166

屋
な
ど
屋
敷
を
構
成

す
る
建
物
の
多
く
が
、

江
戸
時
代
末
期
の
文
久
３
年

（
１
８
６
３
）
か
ら
慶
応
元
年

（
１
８
６
５
）
に
移
築
さ
れ
た

旧
尾
藤
家
住
宅
。
そ
の
後
も
、

昭
和
５
年
の
新
座
敷
が
完
成
す

る
ま
で
増
改
築
が
重
ね
ら
れ
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
新
座
敷
は

１
階
が
和
風
、
２
階
が
洋
風
の

意
匠
で
、
11
代
尾
藤
庄し

ょ
う

蔵ぞ
う

は

「
洋
館
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
洋
館
は
、
大
林
組
設
計
部

長
の
今い

ま

林ば
や
し

彦ひ
こ

太た

郎ろ
う

（
阪
神
甲

子
園
球
場
の
設
計
者
）
監
修
の

も
と
建
築
。
椅
子
や
机
、
ベ
ッ

旧尾藤家住宅
～ 和洋折衷。フォトジェニックな近代建築 ～

主

町 政  News & Information

令和４年 12 月末現在
まちのうごき

人　口 20,196 人（－ 42）

　男　 19,669 人（－ 26）

　女　 10,527 人（－ 16）

世帯数 8,927 戸（－６）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人含む

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、令和４年 12 月 16 日から１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

町内に配布している広報紙には
掲載しています。

町内に配布している広報紙には
掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016
加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031
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新型コロナワクチン新型コロナワクチン
接種について接種について

１月 23 日以降に新型コロナワク
チン接種を希望する方は、町が指
定する医療機関での「個別接種」
となり、与謝野町コロナワクチン
受付相談センターのみで受け付け
ています（各医療機関での受け付
けは行いません）。ワクチン接種
は３月末（１月 20 日現在）まで
となっていますので、希望する方
はお早めに予約をお願いします。
接種日　金曜日（午後）、土曜日（午
前）
接種方法　与謝野町が指定する医
療機関で接種
　　　　与謝野町コロナワクチン
受付相談センター ☎ 43-2822

（午前 9 時～午後 5 時　※ 土日祝
日を除く）

【クアハウス岩滝】【クアハウス岩滝】
休館のお知らせ休館のお知らせ

老朽化した温泉設備等の改修工事
を行うため、以下のとおり全館休
館します。長期間の休館となり、
ご迷惑をおかけしますがご理解い
ただきますようお願いします。
休館期間　
４月１日（土）～５月 31 日（水）
　　観光交流課 ☎ 43-9016

特別支援学校就学援助特別支援学校就学援助
補助金の申請補助金の申請

対象者　令和５年１月１日におい
て与謝野町に住所を有し、かつ、
特別支援学校に就学の児童生徒の
保護者、または当該児童生徒の就
学に要する経費を負担する者
提出書類　① 特別支援学校就学
援助補助金交付申請書兼口座振込
依頼書
② 在籍証明書、学生証の写しな
ど特別支援学校に在籍しているこ
とが確認できるもの
補助金額　4,750 円
　　　　 ２ 月 24 日（ 金 ） ま で
に、学校教育課（☎ 43-9025）へ。
なお、申請書は学校教育課（加悦
庁舎）、または町ホームページか
らダウンロードできます。

高校生給付型奨学金等高校生給付型奨学金等
（非課税世帯）の支給申請（非課税世帯）の支給申請

支給対象者　町民税非課税世帯で
高等学校などに修学し、次のいず
れかに該当する世帯
■ 母子・父子世帯（20 歳以上の
お子さんのいない世帯、または母
子・父子と 65 歳以上の方で構成
する世帯）
■ 児童世帯（父母のいない 20 歳
未満の者で構成する世帯）
■ 障害者世帯（父母のどちらか
が身体障害者手帳３級以上）
■ 長期療養者世帯（父母のどち
らかが６ヵ月以上の入院など）
支給金額

【入学支度金（１人 1 回限り）】
■ 国公立　６万 3,000 円
■ 私立（全日制）17 万 8,000 円
■ 私立（定時制）13 万 7,000 円
■ 通信制　４万 5,000 円

【支援金】年額６万円（国の支援
制度との併給調整あり）

【奨学金】
■ 特別支援学校および高等専門

問・申

学校第４・５学年
月 額 １ 万 6,000 円 ま た は 月 額
１万 4,000 円　
■ 他府県の私立など
全日制　月額３万 3,000 円　　
定時制　月額２万 4,000 円

（国の支援制度との併給調整あり）
その他　新１年生で２月末までに
進路が確定した方へは、入学支度
金のみ３月下旬支給します
　　　　２月 28 日（火）までに、
子育て応援課（☎ 43-9024）へ。

母子家庭奨学金（高等学校入母子家庭奨学金（高等学校入
学支度金）の入学前支給申請学支度金）の入学前支給申請

高校入学前に「入学支度金（３万
5,000 円）」のみ申請を受け付け、
３月（入学前）に支給されます。
対象者　次のすべてを満たす方
■ 申請日時点で母子家庭の母で、高
等学校への入学が決定している中学
３年生の児童を扶養している方
■ 令和５年４月１日時点で京都府
内（京都市以外）に居住し、引き
続き母子家庭であると見込める方
提出書類
■ 申請書（ひとり親家庭福祉推
進員、または民生児童委員の証明
不要）
■ 合格通知書（写し）
その他　今回の申請に間に合わな
くても、４～５月の通常申請提出
により８月末に支給されます
　　　　２月 28 日（火）までに、
子育て応援課（☎ 43-9024）へ。

地域おこし協力隊活動地域おこし協力隊活動
報告会の開催報告会の開催

３月末をもって任期満了を迎える
長
は せ

谷川
がわ

夕
ゆう

起
き

隊員の活動報告会を開
催します。申込不要。入場無料。
日時　２月 24 日（金）午後７時
半～８時半
会場　野田川わーくぱる
問　観光交流課 ☎ 43-9016

丹後文化芸術祭「第 35丹後文化芸術祭「第 35
回写真丹後展」の開催回写真丹後展」の開催

写真丹後展の巡回展示（４会場）
が実施され、与謝野町では次のと
おり開催されます。入場無料。
期間　２月15日（水）～21日（火）
午前９時半～午後８時
会場　加悦谷ショッピングプラザ 
ウィル
問　京都府丹後文化会館
☎ 0772-62-5200

自衛官等の自衛官等の
募集募集

【自衛官候補生】
資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　常時受け付け
試験日　受付時にお知らせします
　　　　京丹後地域事務所
☎ 0772-64-2498

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、各種催しや相談などが中止または
変更になる場合があります。詳しくは、問い合わせ先までお願いします。

※ 掲載している情報は、１月 31 日（火）現在のものです

催

催

i

問

問

問

問・申

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

i

公民館主事（会計年度公民館主事（会計年度
任用職員）の募集任用職員）の募集

採用人数　２人
採用条件　基本的なパソコン操作
が可能な方
勤務場所　知遊館または加悦地域
公民館
業務内容　公民館等の管理および
公民館活動の企画運営など
任用期間　４月１日～令和６年３
月 31 日　
※ 事前研修をお願いする場合が
あります
※ 次年度以降については、勤務
態度・能力等により再度の任用を
判断します
勤務日　原則週５日勤務（土日含
む）で、午前８時半から午後５時
まで
※ 超過勤務をお願いする場合が
あります
勤務条件等

【報酬額】月額 17 万 3,806 円（上
限額）

【通勤手当】距離等に応じて条例
に定める基準により支給
※ 勤務時間、休息時間、休暇そ
の他の勤務条件は、町が別に定め
る条例・規定によります
健康保険等　社会保険および雇用
保険の加入要件を満たします
選考　面接により採用者を決定

※ 選考日は３月中旬を予定
　　　　３月３日（金）午後５時
までに、社会教育課（加悦庁舎）
または町ホームペー
ジにある申込書に必
要事項を記入のうえ、
社会教育課（☎ 43-
9026）へ。

一般競争入札による一般競争入札による
町有地売払いの実施町有地売払いの実施

町有財産を一般競争入札により売
り払います。入札に
参加する場合は、事
前申し込みが必要で
す。
売払物件

【所在地】字四辻小字青田 745 番１
【区分】土地（地目：宅地）
【数量】437.67 ㎡（公簿面積）
【予定価格】144 万円（最低価格）

現地説明　２月 16 日（木）午後
１時半から
※ 希望者があった場合のみ物件
所在地で行いますので、２月 15
日（水）正午までに総務課へ申し
込みください
入札

【日時】３月 22 日（水）午前 10 時
【会場】役場本庁舎３階大会議室
　　　　3 月 8 日（水）までに総
務課（☎ 43-9010）へ。

i

i

問・申
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問・申

問・申

問・申

問・申

町ホームページ

町ホームページ

【京都 :Re-Search 2022 in 与謝野】　成果発表展覧会の開催
アーティスト・串

くし
野
の

真
まさ

也
や

氏は、令和４年９月から約５ヵ月間にわたり、与謝野町の歴史・文化・
自然などについて地域の方 と々交流を深めながらリサーチし、町の主要産業である織物（テ
キスタイル）の魅力を見つめてきました。本プログラムの締めくくりとして、串野氏が町で
の滞在中に制作したテキスタイルとしての表現を拡張した作品を展示します。

２月18日（土）、19日（日）午前10 時 ▶ 午後５時（予定）

滝の千年ツバキ公園
■ 日時
■ 会場
※ 詳細は京都府文化創造促進事業ウェブページ
※ 「KYOTOHOOP」をご覧ください
　　京都 :Re-Search 実行委員会事務局 ☎ 075-414-4287（午前９時～午後５時、土日祝日を除く）問

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期
２月28日（火）まで

国 民 健 康 保 険 税　第９期
介 護 保 険 料　第９期
後期高齢者医療保険料　第８期

【広告】

2222広報よさのNo.204広報よさのNo.2042323 広報よさの FEBRUARY 2023広報よさの FEBRUARY 2023
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地震を想定
与謝野町内で
震度６弱の
地震が発生

北丹後地震から 96 年――。1927（昭和２）年３月７日の午後６時 27 分、丹後半島の北
部を震源とするマグニチュード 7.3 の地震が発生。地震による家屋の倒壊に加え、発生が
早春の夕刻だったため炊事や暖房器具を起因とする火災が発生し、多数の死者を出すなど
大きな災害となりました。与謝野町では防災意識の高揚と万が一の災害に対応するため、
今年度は「地震」を想定した防災訓練を実施します。　問　防災安全課 ☎ 43-9011

訓練の目的
地震発生時にあせらず行動できるよう、各自が訓練の中で安全行動を実践します。住民の皆さんや区、防災関
係機関が一体となった訓練を実施することにより、防災意識の高揚と防災関係機関の連携強化、防災体制の強
化を図ることを目的としています。

訓練の流れ
午前９時 震度６弱の地震発生

■
■

■

サイレン吹鳴（訓練開始の放送）
住民各自が一次避難場所へ避難

（隣組ごとの集合場所に参集）
避難完了後は各隣組から区へ避難者数（参集者数）の報告

町民の皆さんの
ご参加をお願い
します。

午前９時45分 ■

■

区が個別に訓練を実施される場合は、可能な限り参加をお願いします
（開始時間や内容は区からお知らせがあります）
区から与謝野町に避難者数（参集者数）を報告

正午 訓練終了の放送

石川小学校体育館に防災体験ブースを開設
時間　午前９時 45 分～ 11 時 30 分
内容　起震車体験、煙体験、高所作業車体験、家庭用備蓄資機材の展示
　　　避難所資機材の展示、地震等の被災地支援写真展示、防災カードゲームなど

自宅で地震が発生！　そのときどうする？

落ち着いて！
まずは身を守る1 危険と感じたら

非難する3大きな揺れがおさまったら

火元を確認する2

避難する際は、電気のブレーカーを落とし、
ガスの元栓を閉める。

（どなたでも参加可能）
発

行
 与

謝
野

町
役

場
　

編
集

 企
画

財
政

課
〒

629-2292
京

都
府

与
謝

郡
与

謝
野

町
岩

滝
1798

番
地

1
U

RL https://w
w

w
.tow

n.yosano.lg.jp/
Em

ail kikakuzaisei@
tow

n.yosano.lg.jp
2  2023  N

o.204
TEL 0772-43-9015

（
直

通
）

FAX 0772-46-2851




